
法
人
部

香
里
中
学
校
・
高
等
〕
寝
教
員
2
人
、
女
f
中

学
校
・
.
尚
箒
Y
校
教
n
4
人
、
国
際
巾
学
校

^
局
^
寸
〕
^
^
^
昌
^
ー
^
、
中
^
^
^
昌
^
2
^
、
^

学
職
員
円
人
一
局
等
学
校
職
員
1
人
国
際
中

学
校
・
高
等
学
校
職
員
1
人
の
計
1
0
6
人
で

あ
る
大
谷
賓
総
長
と
野
否
<
也
理
事
長
か
ら

歓
迎
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
野
本
理
事
長
か

ら
各
学
校
の
代
表
者
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
た

2
0
0
5
年
春
の
叙
勲
・
叙
位

大
学
大
学
院
田
法
研
究
科
奥
田
U
靴
別
客

員
教
授
が
旭
U
大
綬
章
を
雲
早
さ
れ
、
 
5
月
円

口
屯
居
で
伝
述
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
森

竜
博
大
半
名
誉
教
授
が
瑞
宝
小
響
卜
を
、
秦

芳
江
女
子
大
学
名
当
教
授
が
瑞
宝
小
綬
章
を
そ

れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
、
 
5
打
器
Π
束
'
呆
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
パ
ー
ク
タ
ワ
1
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た

2
0
0
5
年
度
入
社
式

4
H
4
Π
、
祠
志
社
礼
烹
上
で
人
社
式
が
行

わ
れ
た
本
作
度
の
採
川
は
、
大
学
教
員
印
人
、

女
f
大
学
教
員
詑
人
築
1
7
校
教
n
3
人
、

大
学

夢
告
館
と
恵
喜
館
が
妓
工

2
月
2
Π
に
夢
告
館
、
 
4
月
即
日
に
歯
字
儲

の
竣
工
式
が
、
京
田
辺
校
地
で
行
わ
れ
た
。

一
く
"
ノ

夢
告
館
は
、
 
2
0
0
5
年
に
開
設
さ
れ
た
文

理
融
合
型
の
「
文
化
情
帆
学
部
」
の
拠
点
と
な

る
建
物
で
、
建
築
血
稙
1
7
9
5
m
、
延
床
面

積
は
7
9
1
4
が
で
、
地
上
7
階
の
高
層
棟
と

地
上
3
階
の
低
層
棟
に
分
か
れ
て
い
る
高
層

棟
に
は
個
人
研
究
室
、
会
議
室
、
共
同
研
究

実
習
室
文
化
情
起
添
事
務
室
等
が
あ
り
、

小
教
室
が
配
置
さ
れ
て

低
屑
棟
に
は
大

「

い
るけい
、

力

豐
館
は
、
工
学
部
の
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
学
科
と
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
開
設
に
対

応
す
る
建
物
で
、
延
築
血
積
1
ー
フ
6
,
m
、
延

「

床
面
積
4
6
2
2
 
m
、
地
上
4
階
建
て
。
個
人

研
究
室
、
実
験
一
有
室
、
一
器
室
・
演
習
室
が

備
わ
っ
て
い
る

同
志
社
小
学
校
の
説
朋
会
を
開
催

2
0
0
6
年
4
月
の
開
校
を
控
え
て
、
 
7
門

玲
U
、
同
志
社
小
学
校
説
明
会
が
今
出
川
校
地

で
開
か
れ
た
 
3
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
説
明

会
に
は
、
人
学
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者
ら

約
2
4
0
0
人
が
参
加
し
、
教
育
方
針
や
入
試

下
続
き
な
ど
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。斗

ま
た
、
特
色
G
P
で
は
、
大
学
と
女
子
大
学

が
加
盟
し
て
い
る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都

(
理
事
長
・
八
田
英
二
大
学
長
)
の
「
・
蓙
官
学

地
域
連
携
に
ょ
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
京

都
地
域
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
展
開

1
」
が
採
択
さ
れ
て
い
る
(
"
大
学
・
短
期
大

学
劣
ノ
加
)

八
田
英
二
大
学
長
は
「
幼
稚
剛
か
ら
大
学
ま

で
の
一
貫
教
育
は
、
創
立
者
・
新
島
襄
の
A
驫
」

と
小
学
校
設
立
に
い
た
る
経
緯
を
説
明
。
「
来

年
4
円
の
人
学
式
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
校
長
に
就
任
予
定
の
鈴
木
値
人
文
学

部
教
授
ら
が
、
教
厶
U
理
念
、
学
習
カ
リ
キ
ユ
ラ

ム
、
人
試
予
絖
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
ひ

き
続
き
、
熱
心
な
暫
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

(
本
文
N
頁
を
去
恵

」
R
事
故
等
蟻
牲
者
5
人
に
在
学
記
賠
呈

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら
3
力
門
経
っ

た
7
阿
部
日
、
同
事
故
と
3
日
後
の
4
"
器
U

に
福
山
業
・
盤
越
迫
バ
ス
横
転
事
故
で
亡
く
な

つ
た
学
生
5
人
を
迫
悼
す
る
大
学
・
女
子
大
学

合
同
の
追
悼
託
念
礼
村
力
、
同
志
社
新
島
記
念

鰄
ヒ
(
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
)
で
営
ま
れ
た
。

礼
拝
に
は
約
5
0
0
人
が
参
列
祭
壇
に
は

大
学
・
文
学
部
1
年
仙
木
敦
イ
さ
ん
、
礼
会
学

部
1
年
桝
原
怜
十
さ
ん
、
法
学
部
2
年
長
濱
彩

恵
さ
ん
、
女
了
大
学
・
特
別
導
修
生
大
森
早
織

さ
ん
と
、
バ
ス
亦
般
で
亡
く
な
っ
た
大
学
・
経

゛
＼ノ

済
学
部
1
年
佐
嫉
学
さ
ん
の
5
人
の
ほ
ほ
笑
む

大
き
煮
影
力
掲
げ
ら
れ
大
<
蟇
総
長
の
迫

悼
の
辞
や
遺
族
の
挨
拶
な
ど
の
後
、
参
列
老
が

淡
々
に
献
花
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ

な
お
、
八
田
英
二
大
学
長
と
小
村
利
男
女
f

一
貌

、

y

女
子
大
学

●
音
楽
学
科
声
楽
オ
ペ
ラ
公
演

第
玲
回
オ
ペ
ラ
公
演
乏
)
.
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

作
曲
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
は
2
月
紛
日
に
新

島
記
今
掘
呈
で
上
演
さ
れ
た
オ
ヘ
ラ
ク
ラ
ス

の
4
年
次
生
を
主
役
に
、
授
業
の
成
果
発
表
と

ー
ー
冒

大
学
音
楽
学
会
会
長
か
ら
、
 
5
人
の
遺
影
の
前

「
在
学
記
」
が
捧
げ
ら
れ
た
。

一
」

(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
、
本
文
"
頁
を
参
照
)

今
年
度
文
科
省
「
現
代
G
P
」
に
2
件
採
択

2
0
0
5
年
度
の
「
現
代
的
教
育
二
ー
ズ
取

組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
現
代
C
P
)
」
の
審
査

結
果
が
、
 
8
門
5
日
に
文
部
科
学
省
か
ら
発
表

さ
れ
た
 
5
0
0
件
を
超
え
る
申
請
が
あ
り
、

新
た
に
採
択
さ
れ
た
叫
件
の
う
ち
、
大
学
か
ら

2
件
が
採
択
さ
れ
た
(
咋
年
度
は
1
件
)

現
代
G
P
は
、
高
等
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
日
的
に
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
(
特
色
G
P
)
よ
り
1
年
遅
れ
の
咋
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
。
実
績
を
重
視
す
る
「
特
色
G

P
」
に
対
し
、
取
り
組
み
の
将
来
性
や
計
画
の

充
実
度
を
重
視
し
、
一
鼎
専
門
学
校
も
申
請
で

き
る
の
が
特
徴
。

採
択
さ
れ
た
一
つ
は
、
法
学
部
が
実
施
す
る

「
<
止
業
法
務
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践
」
で
、
企
業
の
法
務

相
『
部
門
で
即
戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
を
め

ざ
し
、
産
山
而
同
で
取
り
組
む
。
も
う
一
つ
は
、

「
け
い
は
ん
な
知
的
特
区
活
性
化
デ
ザ
イ
ン
の

捉
案
」
で
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、

「
け
い
は
ん
な
知
的
特
区
」
全
体
を
キ
ャ
ン
パ

ス
と
兄
立
て
、
学
生
参
加
に
ょ
る
地
域
活
性
化

へ
の
提
案
を
行
う

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
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し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
井
原
秀
人

(
本
学
助
教
授
)
を
フ
ィ
ガ
ロ
に
迎
え
、
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
フ

イ
ガ
ロ
と
な
っ
た
。
今
回
の
公
演
も
ま
た
、
多

数
の
来
聴
者
が
あ
り
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の

大
盛
況
と
な
っ
た

●
憩
水
館
峻
工

3
月
3
日
、
旧
ク
ラ
ブ
ボ
ッ
ク
ス
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
憩
水
鯛
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

学
校
法
人
同
志
社
全
体
と
し
て
初
の
医
療

一
楽
学
系
の
学
部
で
あ
る
薬
学
部
の
実
験
実
習

棟

地
上
6
階
、
地
下
1
階
、
延
床
面
積
7
,
ー

2
4
m
、
高
さ
器
 
m
。
地
上
階
に
は
実
習
室
、

研
究
室
を
中
心
に
資
料
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
事
務

室
等
が
あ
り
、
地
階
に
は
動
物
実
験
室
、
 
R
1

(
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
)
室
が
あ
る
。
キ
ャ

ン
パ
ス
景
観
と
調
和
す
る
切
り
妻
の
シ
ル
エ
ッ

ト
と
し
、
南
北
面
に
は
実
験
排
気
用
バ
ル
コ
ニ

ー
を
設
け
、
研
究
の
機
能
を
デ
ザ
イ
ン
要
素
に

取
り
人
れ
て
い
る
。
(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
参
照
)

薬
学
部
医
療
薬
学
科
開
設

2
0
0
5
年
4
月
条
学
部
医
療
薬
学
科
を

開
設
。
 
1
5
0
人
が
入
学
近
年
、
氏
療
が
高

度
化
す
る
と
共
に
医
薬
分
業
が
急
速
に
進
展
し

て
い
る
な
か
で
、
薬
剤
師
に
は
、
病
棟
に
お
け

る
蝶
ポ
指
導
、
薬
歴
管
理
、
有
効
か
つ
安
全
な

薬
物
療
法
の
提
供
な
ど
業
務
の
高
度
化
が
よ
り

一
層
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
そ
う
し
た
中

で
、
本
学
で
は
医
療
現
場
に
お
い
て
医
師
、
看

護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
と
と
も

に
チ
ー
ム
医
療
の
一
導
を
担
い
う
る
真
に
質
の

高
い
実
力
の
あ
る
薬
剤
師
の
養
成
を
め
ざ
し
ま

す
2
0
0
5
年
度
新
入
生

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
月
4
・
5
U
、
新
入
生
学
外
オ
リ
エ
ン
テ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
履
修
登
録
・
学
生
生
活

の
相
談
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
教

員
・
友
人
と
の
親
交
が
深
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
へ
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
貴
重
な
二

日
間
と
な
つ
た
。

各
学
科
の
開
催
場
所
、
参
加
者
人
数
は
次
の

と
お
り

*
日
本
語
日
本
文
学
科

(
於
・
宇
治
・
花
や
し
き
)

新
入
生
 
1
4
5
人
、
リ
ー
ダ
ー
 
W
人
、

教
職
員
巧
人

*
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科

(
於
・
ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都
)

新
入
生
 
1
4
8
人
、
リ
ー
ダ
ー
巧
人

教
職
員
玲
人

*
現
代
社
会
学
部

(
於
・
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
)

O
o
m
工
一
Φ
工
》
刀
m
勺
0
刀
一
 
5

日
差
し
の
中
、
比
叡
山
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
学

年
こ
と
に
ク
ラ
ス
対
抗
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ド

ツ
ジ
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
種
目
に
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た

●
団
体
鑑

7
月
Ⅱ
日

演
劇
集
団
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
画
「
サ
マ
ー
タ
イ

ム
マ
シ
ン
・
ブ
ル
ー
ス
2
0
0
5
」
を
寒
梅
館

ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
2
・
3
年
生
が
鑑
賞
。

秋
の
岩
倉
祭
で
の
演
劇
発
表
に
役
立
て
た
い

と
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
で
楽
し
ん
で
い
た
。

7
月
N
・
巧
日

●
1
年
ク
ラ
ス
合
宿

「
寝
食
を
共
に
し
、
語
り
合
い
」
を
通
し
て

ク
ラ
ス
の
親
睦
を
図
る
目
的
で
、
ク
ラ
ス
こ
と

に
実
行
委
員
が
計
画
。
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中

も
大
切
な
交
流
の
場
。
「
青
少
年
山
の
家
」
等

に
宿
泊
。

●
ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学7
月
詑
日
S
8
月
8
日

今
年
で
N
年
目
と
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

メ
ル
ボ
ル
ン
の
ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
の
恒

例
行
事
。
今
年
は
男
子
2
人
を
含
む
9
人
の
交

換
留
学
生
が
「
日
本
の
祭
り
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ー
フ
ォ
マ
ン
ス
0
 
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
一
即
」

を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
、
そ

の
問
に
独
楽
ま
わ
し
や
羽
根
つ
き
風
船
つ
き
な

ど
の
遊
ぴ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
日
本
の
祭
り
の

雰
囲
気
を
伝
え
た
。

新
入
生
 
4
4
3
人
、
リ
ー
ダ
ー
即
人
、

教
職
員
田
人

春
季
り
ト
リ
ー
ト

5
月
器
・
羽
日
、
同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
学
生
・
教
職
員
和

人
が
参
加
。

同
志
社
大
学
神
学
部
本
井
康
博
教
授
を
講
師

に
迎
え
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
お

、ノ

誘
い
1
 
<
時
)
を
生
き
る
た
め
に
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
い
た
。
あ
え
て
時
流
に
逆
ら
っ
て

生
き
た
新
島
襄
と
同
志
社
の
成
り
立
ち
を
通
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
学
ん
だ
。
日
常
生
活

か
ら
籬
れ
、
自
然
の
中
で
共
に
語
り
、
分
か
ち

合
っ
た
。
ま
た
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
・
ト
ー
キ
ン
グ
や
全
体
会
を
通
し
て
、

参
加
者
は
交
流
を
深
め
1
泊
2
日
の
有
意
義
な

時
問
を
過
こ
し
た
。

年
を
超
え
て
交
流
を
楽
し
み
、
季
節
は
ず
れ
の

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
贈
り
物
に
歓
喜
の
声
を
あ

げ
て
い
た
。

校
祖
墓
参

4
月
Ⅱ
日

若
王
子
に
登
る
少
し
前
ま
で
雨
が
降
り
続

き
、
足
元
が
悪
か
っ
た
が
、
雨
上
が
り
の
新
緑

は
鮮
や
か
で
目
に
ま
ぶ
し
く
、
小
鳥
も
さ
え
ず

り
始
め
る
な
か
、
『
讃
美
歌
幻
』
 
4
1
2
番
を

歌
い
、
宗
教
主
任
の
奨
励
「
目
標
を
目
指
し
て
」

を
聞
き
な
が
ら
新
島
襄
の
理
想
に
思
い
を
は

せ
、
新
入
生
各
自
が
校
祖
の
墓
前
で
高
校
生
活

の
目
標
を
誓
っ
た
。

遠
足

5
月
2
日

滋
賀
県
下
や
京
都
府
下
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
行

き
先
と
し
、
各
ク
ラ
ス
が
自
主
的
に
計
画
を
立

て
実
施
。
風
が
強
い
の
で
、
火
お
こ
し
に
苦
労

し
た
が
、
火
種
を
分
け
合
っ
た
り
、
ち
ょ
つ
と

し
た
コ
ツ
を
伝
え
た
り
し
て
助
け
合
い
、
焼
き

そ
ば
や
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
な
ど
楽
し
く
食
事
を
作
っ

て
新
し
い
ク
ラ
ス
で
の
友
達
の
交
流
を
図
っ
た

●
花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問
 
6
月
2
S
3
日

庭
の
花
を
さ
さ
げ
て
く
だ
さ
い
と
生
徒
に
呼

ぴ
か
け
、
集
ま
っ
た
花
を
壇
上
に
さ
さ
げ
、
自

然
の
美
し
さ
、
命
の
輝
き
を
た
た
え
て
花
の
口

礼
拝
を
守
る
放
課
後
は
そ
の
花
を
携
え
て
地

域
の
バ
プ
テ
ス
ト
・
ホ
ー
ム
を
生
徒
有
志
ら
即

余
人
で
劼
問
。
ホ
ザ
ナ
・
コ
ー
ラ
ス
部
員
が

「
ふ
る
さ
と
」
や
「
こ
い
の
ぽ
り
」
な
ど
の
唱

歌
を
次
々
と
合
唱
。
こ
老
人
た
ち
も
一
緒
に
り

ズ
ム
を
と
っ
て
歌
い
、
一
局
校
生
た
ち
の
姿
に
若

き
日
の
自
分
た
ち
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、
共
に

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
こ
さ
れ
て
い
た
。

球
技
大
会

6
月
8
日

こ
れ
ま
で
球
技
大
会
・
体
育
祭
の
開
会
式
に

利
用
し
て
き
た
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
現
在
小
学
校

建
設
中
。
宝
ケ
池
通
り
に
面
し
た
南
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
開
会
式
。
初
夏
の
強
い

高
等
学
校

3
月
口
S
玲
日

学
校
ス
キ
ー

戸
隠
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
講
習
。
バ
ス
一
台
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
の
希

望
参
加
。
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
少
人
数
グ
ル
ー
プ

で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
習
い
、
初
心
者
も

す
ぐ
に
上
達
。
戸
隠
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
学

▽▽

ウエスリー交換留学の結団式(生徒9人と先生)



香
里
中
高

3
学
期
防
災
訓
練

1
打
7
口
の
始
業
式
に
突
施
し
た
。
例
年
円

打
下
句
に
h
な
っ
て
い
た
が
、
消
防
署
と
の
H

程
の
折
合
い
が
つ
か
ず
こ
の
日
と
な
っ
た
生

徒
は
米
だ
正
月
気
分
が
抜
け
ず
、
ダ
ラ
ダ
ラ
し

た
生
徒
の
態
度
に
、
「
中
越
地
震
も
あ
っ
た
こ

と
だ
か
ら
」
と
料
員
の
厳
し
い
一
慧
が
と
ん
だ

主
要
通
学
路
通
行
禁
止

「
あ
れ
が
始
ま
っ
た
の
は
寒
い
時
の
こ
と
で

し
た
ね
」
と
ガ
ー
ド
マ
ン
の
人
と
=
暴
を
交
わ

し
た
。
再
坐
県
ら
南
東
へ
行
く
と
長
門
の

あ
る
」
Π
い
家
並
み
を
抜
け
工
穫
に
達
す
る
迫

が
あ
る
あ
ま
り
中
も
通
ら
な
い
の
で
生
徒
達

は
横
並
ぴ
に
な
っ
て
悠
然
と
歩
い
て
い
た
周

辺
作
民
の
力
々
に
は
、
さ
ぞ
こ
迷
惑
な
こ
と
だ

つ
た
の
で
し
ょ
う
結
村
、
冒
顕
に
霄
い
た
よ

う
に
市
が
よ
く
通
る
別
の
道
が
指
定
さ
れ
、
安

令
の
た
め
辻
々
に
朝
タ
ガ
ー
ド
マ
ン
や
教
員
が

立
つ
こ
と
に
な
り
今
に
至
っ
て
い
る
。
以
前
の

道
の
門
に
秋
祭
の
提
灯
が
か
か
る
頃
に
は
も
ど

り
た
い
も
の
で
あ
る

高
2
学
部
希
望
予
備
調
査

従
来
3
年
で
尖
施
し
て
い
た
の

1
刀
Π

を
大
学
の
新
学
部
が
ほ
ぽ
出
揃
っ
た
と
み
て
、

生
徒
四
織
を
高
め
る
た
め
に
も
、
教
務
の
内

規
通
り
2
年
で
す
る
こ
と
に
な
つ
た

食
堂
に
新
券
対
応
機
械

咋
年
Π
月
の
新
券
発
行
以
来
、
「
新
券
に
替

え
て
く
だ
さ
い
」
が
や
っ
と
解
初
し
た
 
2
月

鈴
Π
に
新
し
い
食
券
発
行
機
械
が
人
っ
た

校
舎
内
禁
煙

4
月
7
日
の
教
職
昌
公
義
で
提
案
、
 
5
月
1

U
よ
り
突
施
さ
れ
た

一
年
中
8
時
即
分
始
業

長
ら
く
親
し
ん
だ
冬
時
聞
、
夏
時
間
が
廃
止

さ
れ
た
。

」
R
福
知
山
線
の
事
故

4
月
部
日
、
本
校
は
P
T
A
雙
=
の
日
で
保

護
弁
で
遅
れ
た
方
も
あ
っ
た
が
、
幸
い
負
傷
行

は
な
か
っ
た
そ
の
後
生
徒
の
中
に
は
通
学
に

不
便
な
者
も
出
た
。
卒
業
生
に
負
傷
者
が
出
て

忘
れ
ら
れ
な
い
事
故
と
な
っ
た
。

竹
中
大
臣
2
度
目
の
来
校

6
"
5
0
、
「
口
本
討
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
 
f

ど
も
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
の
た
め
来
校
さ
れ
、
最
初

に
経
済
に
つ
い
て
の
講
演
、
そ
の
後
生
徒
代
表

8
人
と
ト
ー
ク
。
主
と
し
て
小
ノ
十
高
齢
化
、
女

性
が
働
き
や
す
い
社
会
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。
参
加
者
約
5
0
0
人
の
小

に
も
質
問
を
用
意
し
て
い
た
人
も
い
た
が
、
時

女
子
中
高

卒
業
式

2
刀
帽
Π

高
校
卒
業
式

3
刀
Π
Π

小
学
卒
業
式

小
γ
、
高
校
別
々
に
卒
業
式
を
竹
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
迩
路
に
向
か
っ
て
染
立
っ
て
い
っ

ナ

一
"

修
学
旅
行

U
学
2
午
生
は
 
3
同
玲
S
即
日
の
2
淵
3

H
の
H
程
で
九
州
・
長
崎
方
面
に
、
高
校
2
年

生
は
、
 
3
刀
玲
S
幻
口
の
3
淵
4
口
の
Π
程
で

沖
縄
に
焦
f
旅
行
を
実
施
し
た

ス
キ
ー
学
舎

3
同
討
H
S
部
口
ま
で
一
寝
1
年
生
の
希
望

X
を
対
象
に
、
北
士
贇
竜
王
で
ス
キ
ー
の
講

習
会
を
災
施
し
た

入
学
式

4
」
7
Π

小
学
校
2
5
2
人
、
高
等
学
校
2
6
8
人
を

迎
え
、
人
学
式
を
行
っ
た
。

女
子
部
創
立
記
念
日

4
月
幻
1

女
f
部
創
立
紀
念
礼
拝
を
も
っ
た
。
礼
仟
の

特
別
備
師
に
は
同
L
心
社
女
十
大
学
名
誉
教
授

ゐ
賀
の
ゆ
り
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
な
ぜ
同
志

社
、
な
ぜ
女
十
部
な
の
?
」
と
題
し
て
、
将
六
励

を
し
て
い
た
だ
い
た

春
季
遠
足

5
打
6
0

巾
学
2
年
生
か
ら
古
桜
3
年
生
が
各
学
年
こ

と
に
述
足
を
行
い
、
ク
ラ
ス
の
親
嘘
を
深
め
た

中
学
1
年
生
修
養
会

5
打
6
S
8
Π

ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
に
て
「
詞
志
社
で
学

ぶ
」
1
白
分
を
Π
ル
つ
め
、
友
達
を
馴
解
し
て
、

隣
人
に
な
ろ
う
を
'
に
し
て
修
養
会
を
も

つ
た
修
垂
会
を
通
し
て
同
志
礼
に
学
ぶ
・
】
叢

を
Z
え
た

問
力
な
く
残
念
だ
っ
た

グ
ラ
ン
ド
改
修
、
第
2
体
育
館
建
設

期
問
が
6
月
6
e
S
2
月
器
日
と
な
っ
て
い

る
が
、
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
9
月
円
ロ
オ

ー
プ
ン
と
な
っ
た
体
育
館
の
竣
工
は
来
春
に

な
り
そ
う
だ

、
呼

花
の
日
礼
拝

6
月
玲
日
に
は
、
聖
歌
隊
の
合
唱
、
ハ
ン
ド

、ノ

ベ
ル
の
演
奏
に
ょ
る
賛
美
礼
拝
を
も
ち
、
Π
日

に
は
、
花
を
持
ち
寄
っ
て
飾
り
、
花
の
日
の
礼

仟
を
も
っ
た
。
そ
の
日
の
午
後
花
と
募
金
を

持
っ
て
、
京
都
市
内
を
中
心
と
す
る
養
護
施
設
、

老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、
保
育
園
等
N
力
所
を
一
局

校
一
年
生
が
訪
問
し
、
交
流
を
も
っ
た6
月
鈴
U

芸
術
鑑
賞

国
際
交
流

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
に
あ
る
ヌ
エ

ー
バ
校
と
の
交
流
で
、
睿
休
み
に
本
校
生
徒
8

人
が
現
地
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
、
 
5
月
7
S

N
H
ま
で
ヌ
エ
ー
バ
校
生
9
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
本
校
へ
体
験
人
学
し
た
。
文
化
」
荒
し
、

な
こ
や
か
な
時
を
過
こ
し
た
。

5
月
B
e

●
母
の
日
礼
拝

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
販
売
の
収
益
金
お
よ
ぴ
募

金
は
ハ
ン
セ
ン
病
救
済
団
体
の
好
善
社
と
1
D

E
A
 
J
A
P
A
N
に
送
っ
た
。

球
技
大
会

高
校
生
は
5
月
Π
日
、
中
学
生
は
6
月
討
日

に
、
球
技
大
会
を
実
施
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

゛
、ノ

ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

゛
、ノ

ト
ボ
ー
ル
に
と
肩
を
競
っ
た
。
中
学
、
高
校
と

も
に
噛
天
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
こ
し

一
一
二三

、

暫

゛

ぞ

ノ

一
一

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
巾
で
0
刀
一
 
7

ヌエーバ校生との文化交流のーコマ

、.、-L_./

竹中大臣と生徒8人のトークライプ

^

、,

ー^

叱=ニ^
、^

'゛'^

た



中
山
量
は
一
需
劇
場
に
て
劇
団
四
季
に
ょ
る

「
ア
イ
ー
ダ
」
を
一
寝
生
は
大
阪
西
梅
田
に

あ
る
大
阪
円
季
劇
場
で
同
じ
く
劇
団
四
季
に
ょ

る
「
マ
ン
マ
ミ
ー
ア
」
を
観
劇
し
た
。
余
っ
た

席
は
抽
選
に
ょ
り
保
護
者
で
埋
ま
っ
た
。

国
際
中
高

●
中
学
合
唱
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
2
月
5
0

京
田
辺
市
の
一
人
薯
ら
し
の
老
人
の
会
「
む

つ
み
」
に
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
て
開
催
さ
れ
た

中
学
3
年
生
の
全
体
介
唱
、
む
つ
み
の
会
の
皆

さ
ん
も
合
唱
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
羊
や
か

で
楽
し
い
一
日
と
な
つ
た

●
卒
業
式

3
Π
円
日

中
学
校

高
等
学
校

3
月
Ⅱ
日

中
高
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
式
。
ス
ー
ツ
姿
、
振

り
袖
姿
が
ま
ぶ
し
い
高
校
生
、
初
々
し
い
巾
学

生
。
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
を
胸
に
学
舎
を
巣
立
っ

て
い
つ
九

中
学
校
2
年
生

高
校
学
校
2
年
生

年
生
が
研
修
旅
行
に
行
っ
た
。
 
1
年
問
か
け
て

学
習
し
て
き
た
内
容
を
実
地
で
確
認
し
、
自
分

た
ち
の
思
い
を
「
平
和
盲
巳
に
託
し
、
捧
げ

て
き
た
。

入
学
式

4
月
7
日

今
年
も
多
く
の
生
徒
た
ち
が
、
希
望
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
新
島
記
念
講
堂
で
の
入
学
式
に
参

加
し
た
。
「
新
入
生
盲
一
朽
菖
の
言
葉
も
英
語
と

日
本
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
な
さ
れ
た
。

●
宿
泊
研
修

5
月
9
・
円
日

高
校
学
校

5
月
松
・
B
e

中
学
校

同
志
社
国
際
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
理
解
す

る
こ
と
と
、
ク
ラ
ス
作
り
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
 
2
日
目
に
は
校
祖
墓
参
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
こ
の
学
校
で
学
ぶ
決
意
を
墓
前
に
捧
げ

ナ

長
崎
研
修
旅
行

沖
縄
研
修
旅
行

と
も
に
、
 
3
打
^
S
^
Π

「
平
和
教
育
」
は
本
校
が
最
も
力
を
人
れ
て

い
る
教
育
の
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
2

委
員
を
中
心
と
し
た
生
徒
た
ち
の
努
力
に
ょ
っ

て
、
白
熱
し
た
す
ば
ら
し
い
試
合
と
な
っ
た
。

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
月
鈴
日
S
4
月
3
日

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

中
学
生
9
人
が
参
加
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
充
実
し
た
交
流
を
行
っ
た

6
月
Π
日

中
学
遠
足

雨
天
で
順
延
と
な
り
実
施
が
心
配
さ
れ
た

が
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
た
ち
が
最
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
。
「
愛
・
地
球
博
」

に
中
学
生
全
員
が
劼
れ
た
。
お
目
当
て
の
パ
ビ

リ
オ
ン
や
世
界
の
食
べ
物
、
長
い
時
間
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
教
育
実
習
生
と
と
も
に
楽
し

い
1
日
を
過
こ
し
た
。

6
月
Π
日

●
高
校
球
技
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
が
心
配
さ
れ
た
が
、
体
育

ン
に
8
人
が
出
発
し
た
 
8
月
6
日
ま
で
の
ー

力
月
間
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
を
受
誠
す
る
な

か
で
、
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
期
待
し

て
い
る
。

④
交
換
留
学
生

タ
イ
か
ら
1
年
問
、
留
学
し
て
い
る
ナ
ク
シ

ン
ダ
ル
ナ
ナ
ッ
ト
さ
ん
。
生
徒
会
王
催
の
Π
本

文
化
の
日
に
は
浴
衣
ナ
'
て
参
加
。
日
本
で
の

学
校
生
活
を
満
喫
し
て
い
る
。

5
月
7
S
N
e

交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ヌ
エ
ー
バ
よ
り

中
学
に
8
人
が
来
校
し
、
生
徒
と
の
交
流
を
深

め
て
く
れ
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
や
授
業
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
日
本
の
学
校
生
活
を
堪

能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

②
エ
コ
ー
ル
ア
ク
テ
ィ
ブ
ビ
ラ
ン
グ
ジ

ヤ
ニ
ン
ヌ
マ
ニ
ユ
エ
ル
(
フ
ラ
ン
ろ

3
月
N
e
S
4
月
3
日

昨
年
の
来
校
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
高
校
生

捻
人
が
パ
リ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
を
訪
問
し
た
。
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
が
共
通

一
磊
に
な
る
こ
の
学
校
で
の
生
活
は
、
生
徒
に

と
っ
て
新
鮮
な
経
験
と
な
っ
た

③
フ
ィ
リ
イ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
サ
マ
ー
セ

6
月
部
日
S
8
月
6
日

ツ
シ
ョ
ン

校
祖
の
学
ん
だ
学
校
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
屈

指
の
伝
統
校
で
あ
る
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
・
ア
ン
ド
ー
バ
ー
」
の
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ

詞

中
学
校

2
月
巧
日

合
唱
祭

学
年
を
締
め
く
く
る
毎
年
恒
例
の
行
事
と
し

て
ク
ラ
ス
全
体
が
一
つ
と
な
り
素
晴
ら
し
い
合

唱
を
披
露
し
た
。

3
同
円
U

卒
業
式

卒
業
生
3
2
3
人
(
女
子
1
7
4
人
、
男
子

1
4
9
人
)
が
巣
立
つ
。
卒
業
式
の
後
、
体
育

館
で
卒
業
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
訪
問
3
月
飴
日
S
4
月
2
日

●
入
学
式

4
月
5
日

新
入
生
3
2
5
人
(
女
了
1
7
6
人
、
男
子

1
4
9
人
)

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
プ
.

4
月
即
S
訟
日

創
立
者
墓
参

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
ー

泊
2
日
の
キ
ャ
ン
プ
と
、
創
立
者
墓
参
を
2
期

に
分
け
て
行
っ
た
。

4
月
器
日

遠
足
(
2
 
・
 
3
年
生
)

2
年
生
は
滋
賀
県
志
賀
町
の
松
の
浦
キ
ャ
ン

プ
場
で
、
 
3
年
生
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

ジ
ャ
パ
ン
へ
遠
足
に
行
き
、
ク
ラ
ス
の
親
睦
を

深
め
た
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
生
と
の
交
流

.

一＼
、

5
月
7
S
N
e

ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
生
の
本
校
劼
問
は
数
え

て
5
回
日
と
な
り
、
男
十
4
人
、
女
子
4
人
が

本
校
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
な
が
ら
、
授

業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
生
徒
同
士

の
交
流
を
深
め
た
。

今
年
度
は
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
同
志

社
礼
拝
堂
で
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
生
徒
歓
迎
の

、
,
↓
=
Φ
乏
§
昊
O
 
Z
一
伽
叉
,
が
催
さ
れ
、
学
内

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
幻
↓
 
9

パリのインターナショナルスクールを訪問した高校生

ヌエバスクール生徒歓迎の"Thevvadaiko Night"



4
小
学
の
生
徒
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
交
流

も
行
わ
れ
た

5
乃
B
n

生
徒
大
会

今
年
度
の
生
徒
会
の
活
動
方
針
と
予
算
案
が

捉
案
さ
れ
霧
ル
さ
れ
た
。
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル

生
も
参
加
し
、
,
乢
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

6
月
4
U

約
2
、
0
0
0
人
の
小
田
量
、
保
護
者
の
参

加
が
あ
り
、
礼
拝
体
験
や
授
業
体
験
、
ク
ラ
ブ

兄
学
な
ど
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
評
の
う
ち

に
終
f
し
た

6
打
N
U

花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問

奨
励
韓
{
佶
先
生
(
U
本
キ
リ
ス
ト
教

団
京
都
葵
教
会
協
力
告
教
師
)
、
放
課
後
、
持

ち
寄
ら
れ
た
花
を
持
っ
て
船
岡
寮
を
生
徒
会
快

行
委
R
、
、
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
部
、
米
教
ハ
ン
ド

ヘ
ル
部
、
ヒ
ー
ス
リ
ン
ク
部
の
生
徒
お
よ
ぴ
心

志
生
徒
力
訪
問
し
た
。

英
語
暗
唱
大
会

6
村
2
1

0
5
年
度
5
中
高
『
春
季
宗
教
教
育
強
調
週
間
』

中
学

6
打
6
"
(
"
)

福
島
牧
師

「
Ⅲ
か
ら
も
引
き

蹴
さ
れ
な
い
愛

幼
稚
園

一
"
岡
校

1
月
お
誕
生
日
会

1
 
一
 
2

午
前
小
は
令
幽
兇
で
、
午
後
は
誕
生
Π
を
迎

え
た
圃
児
と
保
艘
行
、
教
n
が
外
食
を
共
に
し
、

お
祝
い
を
し
た
(
m
打
1
回
行
う
)

中
学

6
"
7
Π
(
火
)

相
澤
牧
師

く
-
m
-
0
Ξ

愛
の
器
人

闘
校

U
崎
牧
卸

中
学

「
見
え
な
い
も
の

に
Π
を
注
ぐ
」

望
月
牧
師

高
校

L
6
い
の
飢
山
」

う
す
き
伝
道
師

等
学
校
「
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ヅ
シ
q

ー
ン
を
恐
れ
な
い
」

3
月
玲
日

(
4
人
)
の
剛
児
が
卒
園
璽
[
を
い

お
別
れ
の
:
'
葉
や
歌
を
歌
っ
た
4
月
8
H

4
刃
桧
日

望
月
牧
師

「
愛
を
問
う
」

＼
、
.
、

-
J

6
"
8
Π
(
水
)

藤
浪
伝
道
師

「
大
功
な
友
」

う
す
き
伝
道
師

「
あ
な
た
は
削
工
、

わ
た
し
は
ど
ろ
だ
ん
:

岡
本
牧
師

「
我
か
祈
り
」

岡
本
牧
師

〔
杣
の
畍
を
小
き
ろ
一

あ
な
た
の
い
こ
・
仙
ら
る
じ

大
山
牧
師

{
い
の
ち
の

お
お
ら
か
さ
」

川
崎
牧
師

「
い
の
ち
の
尊
厳
」

1
門
器
Π
S
2
刀
8
H

参
観
日

内
山
遊
ぴ
、
ク
ラ
ス
の
設
定
保
育
の
様
f
を

保
護
名
に
見
て
い
た
だ
い
た

鴨
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

2
刀
5
H

令
園
兇
で
鴨
川
へ
行
き
、

マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

ん
だ園
外
保
育

2
刀
7
Π

圷
長
兇
ガ
京
坂
心
小
に
乘
り
稲
荷
山
に
印
か

ナ
、
、

2
刀
円
Π

お
餅
つ
き

お
餅
を
つ
い
て
、
つ
き
た
て
の
お
餅
に
き
な
こ

や
あ
ん
こ
を
つ
け
て
、
お
い
し
く
食
べ
た2
月
怜
H

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

年
少
・
年
中
児
か
内
分
逹
で
制
作
し
た
品
物

で
、
お
店
屋
さ
ん
こ
っ
こ
を
楽
し
ん
だ
。2
刀
詑
口

園
外
保
育

年
小
・
年
長
光
で
防
災
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
、

映
両
を
観
た
り
、
火
喫
や
地
震
体
験
を
し
た

2
刀
器
Π

人
形
鑑

个
園
児
で
劇
団
「
飛
行
船
」
に
ょ
る
人
形
劇

を
鑑
賞
し
た

園
外
保
育

3
月
1
H

年
巾
児
は
吉
Ⅲ
山
へ
、
年
長
兇
は
大
文
字
山

に
出
か
け
た

移
動
動
物
園

3
刀
3
Π

園
児
が
野
菜
や
巣
物
を
持
参
し
、
園
庭
で
動

物
た
ち
と
触
れ
介
い
、
楽
し
く
過
こ
し
た

中
学
校

福
島
牧
師

「
生
き
る
力
ー
イ

ン
ド
を
娠
し
て
」

岡
本
牧
師

〒
イ
ム
・
マ
イ
ム
」

心
の
小
に
井
.
P
を
捌
れ

川
崎
牧
師

「
内
な
る
も
の
の

抑
き
」

う
す
き
伝
道
師

「
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ッ
シ
ャ

ー
ン
を
恐
れ
な
い
」

6
打
9
Π
(
木
)

刀
祢
館
牧
師

7
Π
分
ら
し
さ
を

喜
ぶ
」

刀
祢
館
牧
師

「
,
Π
分
ら
し
さ
を

■
[
ぶ

泓
制
紹
介
(
敞
称
略
)

L
」
わ
九
:

倒
木
知
之
(
日
木
キ
リ
ス
ト
教
団
西
宮
教
会
牧
師
)
、
刀
物
飢
美
也
子
(
,
仏
島
女
学
院
Ⅱ
・
袖
校
聖
1
"
科
教
前
)
、

川
崎
工
明
(
礼
団
法
人
「
好
苦
村
」
凱
、
小
)
、
得
向
、
旭
(
関
西
学
院
小
学
部
才
教
1
斗
)
、

棚
澤
弘
典
(
舩
山
城
南
商
簸
f
校
剛
北
"
科
教
迎
う
す
き
み
ど
り
(
Π
木
キ
リ
ス
ト
教
剛
八
帽
ぶ
ど
う
の
木
教
会
伝
保

望
"
修
治
(
日
木
キ
リ
ス
ト
教
団
火
汗
教
会
牧
帥
)
、
大
山
修
河
(
U
本
キ
リ
ス
ト
教
団
戚
所
教
会
牧
師
)
、

朏
浪
敦
f
(
"
本
キ
リ
ス
ト
教
翔
丸
太
叫
教
会
仏
近
部
)
、
柳
井
則
(
"
本
キ
リ
ス
ト
教
Ⅲ
洛
西
教
会
牧
帥
)

6
月
円
日
(
金
)

う
す
き
伝
道
師

「
あ
な
た
は
判
L
、

わ
た
し
は
ど
ろ
た
ん
こ

藤
浪
伝
道
師

「
述
い
を

受
け
と
め
て
」

,

岡
本
牧
師

「
分
け
れ
ぱ
則
え
る
2

5
匹
の
プ
タ
と
2
人
の
屶

刀
祢
館
牧
師

「
"
分
ら
し
さ
を

喜
ぶ
」

相
擇
牧
師

「
ゴ
ー
レ
は

み
ぇ
る
か
?
」

岡
本
牧
師

厘
ぢ
ラ
イ
オ
ン
」

逆
風
の
小
を
小
き
ろ

相
澤
牧
師

「
逃
れ
(
の
が
れ
)
の

道
を
辿
っ
て
」

お
茶
会

3
月
7
U

年
長
組
が
保
護
者
を
お
茶
と
お
柴
f
で
も
て

な
し
た
卒
園
礼
拝

3
」
H
H

圷
長
組
親
f
が
同
志
礼
礼
仟
堂
で
礼
邦
を
し

望
月
牧
師

「
写
会
」

柳
井
牧
師

「
人
問
と
し
て

乍
き
る
」

岡
本
牧
師

「
小
き
ろ
宍
メ
一

丈

ノ

ト
は
打
の
宍
全
忌
れ
な
い

刀
祢
館
牧
師

「
ぽ
く
を
探
し
に
」

ー
ノ
ー

O
o
m
工
一
の
工
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
1

卒
園
式

年
長
組

た
だ
き
、

始
園
入
圓
式

3
儒
ル
即
人
が
人
園

記
・
部
日

懇
談
会

4
門
れ

学
年
こ
と
に
年
問
H
標
や
子
ど
も
の
様
子
、

ク
ラ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
ー
ル
」
父
換
を
行

つ
た
。

5
月
口
日

圓
児
大
会

京
都
市
私
立
幼
稚
園
の
年
長
児
が
植
物
園
に

集
ま
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
楽
し
ん
だ
。

(
年
長
組
親
f
参
加
)

書
の
遠
足

梅
小
路
公
園
(
年
長
組
悟
ル
)
 
5
月
N
n

宝
ケ
池
公
園
(
年
中
組
園
児
)

5
打
釧
H

植
物
剛
(
年
少
組
親
f
)

5
月
討
口

参
観
日

6
打
2
S
9
日

春
の
バ
ザ
ー

6
打
Ⅱ
日

園
児
や
卒
園
生
、
近
所
の
方
な
ど
が
集
ま
り
、

ゲ
ー
ム
や
買
い
物
を
楽
し
ん
だ

6
打
B
U

花
の
日
礼
拝

園
児
た
ち
が
花
を
持
参
し
、
感
謝
の
礼
拝
を

行
い
、
そ
の
後
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
力
々
に
園
児
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
花
を
届

ナ
こ

U
た

「花の日」の楽しいひととき

伯り山岡
ら本

御

岡際中向 香里中商 女子中高


